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保護者⽀援 気温差が出てくる時期なので、持ち物の種類やサイズ、記名などの確認をお願いする。

⾷育 ⽇中⼗分に体を動かし、⾃分から⾷べらようとする。 ⽇中は気温や体調に合わせて粗⼤運動などを取り⼊れる。 ⾷材に⼿を伸ばし、⼝に運ぼうとする。
⾷事時間については活動量が増え午睡が早くなる⼦も予
想されるので、給⾷室と連携をとっていく。

健康・安全 ⼦どもの⾏動範囲が広がってきているので、室内など安全点検をしっかりと⾏う。

保育者の声かけになん語や発語で応じる。
ゆったりとした気持ちでかかわり、気持ちを代弁してい
く。

⾒つけたものや声かけに「ア、アー」と発語したり指差し
をする。

発語とともに指差しをして伝えるときは「これがほしい
んだね」と内容をしっかり受け取っていく。

⾳楽にあわせて体を動かすことを楽しむ。 くりかえしのある⼿遊びや絵本を⽤意する。 なじみのある⾳にあわせて体を動かそうとする。
⼦どもがくりかえし楽しめるようにゆったりと関わるよ
うにする。

絵本の中にある知っているものを⾒つけて伝えようとす
る。

⼦どもが絵本をもってきたときにはなるべく受け取るこ
とでしっかりと気持ちを受けてとめていくようにする。

⾃分の好きな場所にいって探索活動を楽しむ。
棚の⾓などにある保護シートを点検し、事故防⽌を徹底す
る。

興味のあるものを⾒つけてはいはいや伝い歩き、歩⾏した
りする。

探索活動ができるスペースには床にものを置かないなど
安全を確保していく。

安定した⽣活の中で落ち着いて過ごす。
活動や気温に合わせてエアコンを使⽤し、快適に過ごせる
ようにする。

安定した⽣活リズムで過ごすことができる。
体調を崩しやすい時期でもあるので、保護者と体調⾯を
しっかりと共有し無理のない活動を⾏う。

教
育

気温に合わせた⾐類を着て、快適に過ごす。
⾐類調節しやすいように、薄⼿のものや⽻織ものを⽤意し
ていただく。

登園時に厚着をしている⼦は気温にあわせて⾐類を調節す
るようにする。

薄⼿の⼤切さをクラスたよりを通してお知らせし、薄⼿
のはおりものを⽤意していただく。

興味のあるものや絵本をみて指差ししたり、保育⼠に
教えようとする。

養
護

保育⼠についてもらい、安⼼して眠る。
⾷具を使って、⾃分から⾷べようとする

活動や体調にあわせて午前睡や午睡の時間を調節する。
スプーンは介助⽤など数本⽤意し、にぎりやすいように柄
がが太いものにする。

⽣活リズムに合わせて眠る。
スプーンで⾷材をすくおうとする。

⼊眠や覚醒時に不安定になる⼦は、ゆったりとかかわる
などできるだけ個別に対応する。
⾷具で遊ぼうとする⼦には、⼿を添えたり褒めたりする
ことで⾃分で⾷べられた経験を積めるように少しずつ取

はっきりとしたイラストや知っている素材が載っている絵
本を⽤意して、⼦どもたちの興味関⼼を引き出すようにす
る。

年間区別 ねらい 環境・構成 予想される⼦どもの活動 配慮事項

⼦どもの姿
気温差が⼤きくなり、⿐汁が出ている⼦が増えてきている。
⾃分でコップやスプーンなどを持つ姿が⾒られている。
はいはいや歩⾏など、⾃分の興味のある場所に⾏こうとしている。

１０⽉ ⽉間指導計画

保育⽬標 ⾐類を調節してもらい、快適に過ごす。
安全な環境で、探索活動を⼗分に楽しむ。


